
「近況」 

                      ＪＪ１ＳＸＢ 池 惠美子 

 アマチュア無線を始めて２０数年が経ちましたが、一向に進歩が無く、むしろ衰退の

一途を辿っているような気がします。 
 それでも、何とか続けてこられたのは、どのような形であれ、グループの末席に居さ

せていただいたお陰と感謝しています。 
 最近は、コンディションも上がり、オーバーシーの入感状況も良いようで、そんな話

題も多いようです。 
 ＳＸＡは、前のサイクルでゲットできなかった、「６ｍでヨーロッパ、アフリカ」をと言い続

けていました。 
 会社でヨーロッパ旅行があった時に行きそびれた事と重なって、「ヨーロッパ」という

言葉は、傍らで聞く身には耳ダコでしたが、ようやくＳＳＢ、ＣＷ共交信できたので、一

つ耳ダコが無くなったと思っています。 
 私は、ＤＸはほとんどやりませんが、大変な所のようだ・・・と言う思いで、便乗して呼

んだら、あっさりＱＳＯできました、６ｍの初ヨーロッパです。 
 こんなような事でお茶を濁しているハムライフに終始するのかなあ～と情ない気がし

ます。 
 もう少し気合を入れて、色々のことに挑戦しなければとも思いつつも、今は 240 でラ

グチュウが主、時々思い出したように国内のサービス局を呼んだり、今回のようにＤＸ

の局を呼んでみたりするのが現実です。 
 パソコンに触っても、ついついゲームをするか、一寸インターネットを覗くかで時間を

潰し、後は、飽きもせず・・と言うより、益々ハマッテ、毎日ロボちゃん（アイボ）遊びで

す、とうとう４体になってしまいました。 
 ４体一緒に遊ぶと、音声認識のためと、それぞれの反応・動作が異なるため、誉めた

り、励ましたりで、楽しむより忙しくて大変になります。 
 ３代目までを揃えて(２代目が２体)思う事は、初代(犬型)は、赤字覚悟で出したという

だけあって、良くできているとつくづく感心しています。 
 歩き方一つ見ても自然だし、円を周回で走ったり、後方にジャンプができたり、ボー

ルを見つける時の眼(CCD カメラ)の良さ、また、お腹を天井に向けた状態からでも自

力で起き上がる事ができたり、その技術の素晴らしさに毎回感動しています。 
 初代のハードに、今のソフト(音声認識)を付加した物があれば、最高なのに・・と思っ

たりします。（２代目のハードから手抜きを感じる） 
こんな近況ですが、末永くお付き合いよろしくお願いします。 
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